
（１）発生源対策

表2‒4‒4 硫黄酸化物の排出基準（K値）

表2‒4‒5 硫黄酸化物の総量規制基準
 （原燃料使用量が500ℓ／ｈ以上）
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表2‒4‒6 燃料使用基準
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表2‒4‒7 県が実施した法に基づくばい煙発生施設立入検査結果（18年度）

表2‒4‒9 千葉市・船橋市及び政令市が実施した
法に基づくばい煙発生施設立入検査結
果（18年度）

表2‒4‒8 汚染物質別の検査結果（18年度）
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図2‒4‒17　月別排出量の推移

図2‒4‒16 年度別排出量の推移
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（３）監視体制の整備

（２）緊急時対策

表2‒4‒10　光化学スモッグ緊急時の発令基準



（４）大気情報管理システムの整備

表2‒4‒11　大気環境常時測定局数（設置主体別）

表2‒4‒12 発生源監視テレメータ接続工場数

表2‒4‒13 同時通報装置（ファクシミリ）設置
 工場・事業場数（平成19年３月末現在）
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３．大気汚染による影響・被害

（１）健康被害
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表2‒4‒14 認定状況（19年９月末現在）

図2‒4‒19　光化学スモッグ被害届出者数の年度別推移

図2‒4‒18 公害健康被害補償法による指定地域（旧第一種地域）
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１．自動車交通公害の現状　

（１）自動車保有台数と走行量の状況

（２）農作物被害

図2‒4‒20　県内の自動車保有台数の状況

資料：「わが国の自動車保有動向」　（財）自動車検査登録情報協会より作成
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（２）道路沿道の大気汚染状況

走
行
量

（千台km／12h）
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　　　　　小型貨物車　；軽貨物車、小型貨物車、貨客車
　　　　　普通貨物車　：普通貨物車、特種車
　　　　　バス　　　　：バス
資料：全国道路交通情勢調査（国土交通省）より作成
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図2‒4‒21 県内の自動車走行量の推移

図2‒4‒24　浮遊粒子状物質の年平均値の年度別推移

図2‒4‒22 二酸化窒素の年平均値の年度別推移

図2‒4‒23 一酸化窒素の年平均値の年度別推移
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２．自動車交通公害防止対策

（１）総合的な自動車交通公害対策の推進

（３）自動車交通騒音振動の状況

表2‒4‒15 道路に面する地域の騒音に係る環境
基準達成状況

表2‒4‒16 騒音規制法に基づく要請限度超過状況



（２）自動車単体規制の強化

図2‒4‒25 千葉県自動車排出窒素酸化物及び自動車排出粒子状物質総量削減計画の概要
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（３）低公害車等の普及促進

○二酸化窒素の県環境
目標値の達成

○浮遊粒子状物質の
環境基準の達成

○道路交通騒音の環境
基準の達成

○運輸部門の温室効果
ガスの削減

環境に配慮した
自動車交通環境
の実現

施策の目標

大気環境の目標

○地域大気環境の早期
改善

○地球環境問題への貢献
○各主体の連携

計画策定の視点

県民の健康の保護と
快適な生活環境の確保

○ディーゼル自動車の
排出ガス対策

○低公害車の普及拡大
○幹線道路の騒音対策
○温室効果ガスの抑制
対策

施策の展開

重点施策

○発生源対策
○交通需要の調整・
低減対策

○交通流対策
○道路構造対策
○土地利用対策
○局地汚染対策
○普及啓発活動
○調査研究

総合的対策

自動車の使用に伴う環境
への負荷の低減を図るた
めの施策の体系的・
総合的実施

図2‒4‒28　ＰＭ排出ガス規制の強化

図2‒4‒27 ＮＯｘ排出ガス規制の強化図2‒4‒26 千葉県自動車交通公害防止計画の基
本的方向性
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（５）自動車騒音及び道路交通振動の対策

（６）条例に基づくディーゼル自動車排出ガス対策

表2‒4‒18 首都圏におけるディーゼル車対策条例




